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量⼦⼒学から導かれる点過程に関する研究 Research Project

Project/Area Number 17654021

Research Category Grant-in-Aid for Exploratory Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Field General mathematics (including Probability theory/Statistical mathematics)

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator ⽥村 博志   Kanazawa University, ⾃然科学研究科, 教授 (80188440)

Project Period (FY) 2005 – 2007

Project Status Completed (Fiscal Year 2007)

Budget Amount *help ¥1,500,000 (Direct Cost: ¥1,500,000)
Fiscal Year 2007: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 2006: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 2005: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000)

Keywords 数理物理 / 統計⼒学 / 確率論 / RandomPointFields / Bose-Einstein凝縮 / ⼤偏差原理 / Random Point Field / Statistical Mechanics / Para-particle /
Fredholm Determinant

Research Abstract 量⼦統計⼒学として定式化できない困難な問題を部分的に定式化する⽅法としてRandom point processesを捉える⽴場からBose-Einstein凝縮の状態にある系
の性質を研究した。 
まず,弱い外場を伴う系の粒⼦の位置の確率分布を決定する研究については,昨年度すでに,平均場理論を⽤いれば,外場が弱い極限での確率分布は,低密度の場合に
おいては理想気体の場合と⼀致するが,擬縮系の確率分布は理想気体の擬縮系の場合に⽐べ,さらに⾼密度になるとの結果が得られていた。今年度はこれに,平均
場相互作⽤を粒⼦密度の2次式からより広い関数のクラスへと⼀般化した場合についての考察を加えた。すなわちこの場合は,⼤偏差原理のテクニックが応⽤で
き,通常の2次式の場合の解析に帰着することができる。さらに,作⽤素環を⽤いた定式化との関連を⾒やすくするための考察を付け加えた。(論⽂執筆中) 
また今年度より新たに,Bose-Einstein凝縮の状態にある理想気体の密度分布を中⼼極限定理や⼤偏差原理の⽴場から特徴付ける研究に着⼿した。確率論⼀般に
おけると同様に,点過程の場合も極限定理を調べることは重要な問題である。特にBose-Einstein凝縮状態にある系の密度分布の⼤偏差原理は,今まで⼿付かずの
分野であった。これには,⾮有界⾃⼰共役作⽤素から得られた局所Trace class作⽤素の解析が必要になる。そのため,関連するresolventに関する収束や作⽤素半
群に関する評価など,どちらかというと,確率論的よりは関数解析的⼿法が主であった。結論として,Gaeltner-Ellis型の⼤偏差原理に定式化することができ,対数的
モーメント⺟関数の具体的な関数解析的標識を得る事ができた。(論⽂執筆中)
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